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ISICO  （公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

相談場所■小松商工会議所

経営相談

  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】

【被災復旧について】

【特許・商標】

【労務管理】

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか?

金融（融資）相談
※随時対応しております。

受付時間（月）～（金）9:00～16:00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和6年10月20日現在）

（1）

（600）
1件

600万円

■マルケイ資金（内コロナ）
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率 1.35％
・期間 設備10年・運転7年

0件

0万円

1件

2,500万円

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.6％以内
・期間 7年

0件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.3％以内
・期間 7年

5件

9,920万円

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率 1.8％以内
・期間 5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

その他、石川県制度融資の
詳細はこちらから

2件1,000万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

4件2,000万円
零細分

予約制

記帳・税務
相談

小松法律相談センター

日時：11月7日､14日､21日､28日
         （毎週木曜日）
         13:00～15:50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

日　時：11月18日（月）
　　　　10:00～16:00
専門家：北陸税理士会 小松支部 派遣税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・各種補助金や支援策に関する経営
相談窓口を設置しています。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

・補助金について教えて欲しい。

・特許や商標登録について検討し
ている。

・海外に製品を出したい。
・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業に
て対応または専門機関をご紹介しております。

令和6年度（9月末
まで）認定実績

予約制

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。

金融情報 令和6年能登半島地震に関する事業者向け情報 令和6年10月20日時点

金

成

助
・
金

助

補

分類 制　　　度 概　　　要 お 問 合 せ 先受付締切補助金上限額

専門家派遣制度のご案内
経営課題の解決を支援する専門家を派遣します!

経営力強化総合支援
アドバイザー派遣事業

なりわい再建
支援補助金

設備や施設の復旧整備に係
る経費を補助。

15億円
補助率：3/4

石川県なりわい
再建支援
補助金HP

随時受付
県

小規模事業者
持続化補助金
（災害支援枠）

被災小規模事業者による販
路開拓等の事業再建に向け
た取り組みを補助。

200万円
補助率：2/3

小規模事業者持続化
補助金
災害支援枠（令和6
年能登半島地震）
HP

6次：未定

国

なりわい再建
支援補助金
上乗せ

100万円
補助率：2/15
（中堅企業等は1/5）

令和７年
3/31

市
小松市経済環境部
商工労働課
☎0761-24-8074

県のなりわい再建支援補助
金に最大で100万円上乗せ
補助。

小規模事業者
事業継続支援
補助金

100万円
補助率：2/3 随時受付

県
石川県小規模
事業者事業継続
支援補助金HP

国の小規模事業者持続化補
助金（災害支援枠）に最大
で100万円上乗せ補助。

小規模事業者
持続化補助金
（災害支援枠）
上乗せ

30万円
補助率：3/20
以内

令和７年
3/31

小松市経済環境部
商工労働課
☎0761-24-8074

国の小規模事業者持続化補
助金（災害支援枠）に最大
で30万円上乗せ補助。

市

厚生労働省
業務改善助成金HP業務改善助成金

厚生労働省
HPをご確認
ください

12/27

事業場内で最も低い賃金を
引き上げ、設備投資等を
行った中小企業・小規模事
業者等にその費用の一部を
助成。地震の影響で破損し
た設備を更新する場合でも
利用可能。

国

中小企業者
持続化補助金
（災害支援枠）

200万円
補助率：1/2 4次：未定

公益財団法人
石川県産業創出
支援機構HP

被災中小企業者による販路
開拓等の事業再建に向けた
取り組みを補助。

県

県内事例に学ぶ  出荷・物流管理部門への
情報システム導入による業務効率化

北菱電興株式会社  機器事業部機器管理部
部長 兼 流通センター長  原 雅仁 氏

株式会社別川製作所  経営企画室
室長  兼  DX推進チームリーダー  六角 篤志 氏

北菱電興株式会社  機器事業部機器管理部
部長 兼 流通センター長  原 雅仁 氏
「流通センター入出庫システムの導入」

「出荷情報システム構築による誤出荷防止
 及び業務効率化」

「流通センター入出庫システムの導入」

「出荷情報システム構築による誤出荷防止
 及び業務効率化」

■産業大学経営講座デジタルセミナー

 

派遣対象
活用事例

費 　 用
派遣回数

企業の様々な経営課題に対
処するために専門家を派遣
する制度で、企業の状況や
ニーズに応じたきめ細かな
サポートを実施します。 まずは、商工会議所

にご相談を
課題を整理し、専門
家を選定し、申込み

専門家と経営指導員が
訪問し、アドバイス

取組み、改善状況の確認、
フォローアップ支援

小松商工会議所会員、小松商工会議所管内に事業所を有する中小企業または創業予定者
◯原油・原材料価格の高騰で仕入れ値が上がっている中でも、収益を確保したい◯新分野
進出や、新商品開発をしたい　◯ウェブの強化や、新規取引先を開拓したい　◯生産性向
上による収益改善に取り組みたい
無料
以下の企業は回数制限なし（その他の企業は3回まで）
①再生支援のため派遣を受ける企業　②事業承継のため派遣を受ける企業　③令和6年能
登半島地震により被害を受けた企業

【お問合せ先】
小松商工会議所経営支援課　☎0761-21-3121公益財団法人

石川県産業創出支援機構
企業振興部  設備導入支援課
TEL: 076-267-1174
E-mail: its@isico.or.jp

お問い合わせ

詳細はこちら

部
１
第

株式会社別川製作所  経営企画室
室長  兼  DX推進チームリーダー  六角 篤志 氏

部
2
第

14:00-16:00  オンライン
対象：県内中小企業者
定員：30名程度

2024年

12/4（水）
受講料
無料

専門家派遣
の流れ

 
2
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小松商工会議所 2024.113

中小企業相談所コーナー・ISICOコーナー



雇
用
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報

8月
【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.56倍 1.84倍 1.21倍 1.72倍 0.95倍

（前月2.7％）

（4～6月期）

（前月181万人）

2.5％

1.7％

175万人

1.23倍

1.49倍

1.1倍

（前月1.24倍）

（前月1.47倍）［原数値］

（前月1.07倍）［原数値］

全産業合計
の業況DI値

月の

▲14.1

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲9.0  ▲10.0  ▲13.4  ▲20.2

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】
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●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

▲
14
･
1（
前
月
比
＋
1
･
3
ポ
イ
ン
ト
）

　製
造
業
は
、
生
産
回
復
が
続
く
自
動
車

関
係
や
需
要
が
堅
調
な
電
子
機
器
関
係
を

中
心
に
、
改
善
し
た
。
卸
売
業
は
、
電
子

機
器
関
係
や
残
暑
に
伴
う
夏
物
商
材
の
堅

調
な
需
要
に
下
支
え
さ
れ
、
改
善
し
た
。

ま
た
、
建
設
業
は
、
引
き
続
き
堅
調
に
推

移
す
る
公
共
工
事
が
全
体
を
け
ん
引
し
、

改
善
し
た
。
一
方
、
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
国
内
観
光
需
要

は
堅
調
な
も
の
の
、
消
費
者
の
節
約
志
向

の
継
続
が
全
体
を
下
押
し
し
、
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
た
。

　原
材
料
や
電
気
代
、
輸
送
費
の
高
騰
等

が
続
く
中
、
依
然
と
し
て
価
格
転
嫁
は
追

い
付
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
人
手
不
足
や
賃

上
げ
原
資
の
確
保
等
の
課
題
も
山
積
し
て

い
る
。
個
人
消
費
は
実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス

転
換
な
ど
明
る
い
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
物
価
高
に
よ
る
弱
さ
が
残
り
、
中
小

企
業
の
業
況
は
力
強
さ
を
欠
い
て
い
る
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

▲
13
･
4（
今
月
比
＋
0
･
7
ポ
イ
ン
ト
）

　原
材
料
や
輸
送
費
等
の
コ
ス
ト
増
が
続

く
経
営
環
境
の
中
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
や
深
刻
な
人
手
不
足
、
価
格
転
嫁
の
遅

れ
な
ど
、
企
業
経
営
の
足
か
せ
は
多
い
。

ま
た
、
長
引
く
物
価
高
に
伴
う
個
人
消
費

の
低
迷
を
懸
念
す
る
声
が
引
き
続
き
聞
か

れ
て
い
る
。

　電
気
・
ガ
ス
代
の
補
助
等
に
伴
う
コ
ス

ト
減
や
、
新
内
閣
の
下
で
の
新
た
な
経
済

対
策
へ
の
期
待
感
も
う
か
が
え
る
が
、
先

行
き
は
内
需
の
伸
び
悩
み
が
懸
念
さ
れ
、

慎
重
な
見
方
と
な
っ
て
い
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
改
善
。
小
売
業
で
は
、

観
光
支
援
策「
い
し
か
わ
応
援
旅
行
割

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
今
月
よ
り
再
開
し
た

こ
と
で
観
光
需
要
が
高
ま
り
、
土
産
店
や

百
貨
店
等
を
中
心
に
売
上
が
改
善
し
た
。

一
方
、
衣
料
品
店
か
ら
は
、
厳
し
い
暑
さ

の
影
響
で
秋
物
衣
料
の
売
れ
行
き
が
悪

く
、
例
年
と
比
べ
売
上
が
激
減
し
て
い
る
、

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
建
設
業
で
は
、

公
共
工
事
が
堅
調
に
推
移
し
、
売
上
・
採

算
が
改
善
し
た
。

＊DI値（景況判断指数）について
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基
準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイ
ナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって売上
高などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

業況DIは、改善を示すも、
消費の弱さで力強さ欠く
先行きは、内需の伸び悩み
懸念から、慎重な見方

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

石川労働局からのお知らせ

984円時間額

石川県最低賃金
改正のお知らせ

石川県最低賃金は、パートタイマー・アルバイト等雇用形態を問わず、石
川県内で働くすべての労働者に適用されます。
使用者は、これより低い賃金で労働者を使用することはできません。
なお、産業によっては、これより金額の高い特定（産業別）最低賃金が適用
されますので、ご注意ください。
詳細は、石川労働局のホームページをご覧ください。
http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

改正発効日：令和6年10月5日 石川労働局  ☎076-265-4425
又は最寄りの労働基準監督署まで

お問合せ先

11月は
労働保険未手続事業
一掃強化期間です

ひ
と
り
で
も
働
く
職
場
に
労
働
保
険

ツーリズムEXPOジャパン2024
東京ビッグサイトに出展

こまつまちゼミ参加店募集!
得する街のゼミナール

“まちゼミ”とは？

■参加申込について

■講座について

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

ご相談・お問合せ先
石川労働局 労働保険徴収室
☎076-265-4422

あなたのお店も参加してみませんか?

『得する街のゼミナール（＝まちゼミ）』は、お店の方が講師となり、専門知識やプ
ロならではのコツを伝える少人数のゼミナールを無料（あるいは材料費実費）で
開催するミニ講座です。まちゼミをお客様に受講いただくことで、お店の存在や
特徴を知っていただくとともに、お店とお客様との交流を通し、お店やスタッフ
のファンづくりと街の活性化を推進する事業です。ぜひご参加ください。

・小松市内に店舗があり本事業の主旨に賛同する事業所、小松商店会
連盟会員事業所

・まちゼミ事前説明会に参加できる事業所（日程は後日お知らせします）
1講座につき 10,000円（小松商店会連盟非会員：12,000円）
令和6年12月2日（月）17時まで
申込書に必要事項をご記入の上、参加費を添えて小松商工会議所窓口
までお申込みください。

　本所では、伴走型小規模事業者支援推進事業として、9月26日～29日、ツー
リズムEXPOジャパン2024東京ビッグサイト（主催　日本観光振興協会、日
本旅行業協会、日本政府観光局）にブース出展した。
　今年のツーリズムEXPOジャパンは、世界の80カ国・地域、47都道府県
から1,348の企業団体が出展し、4日間で18万2,934人が来場。北陸新幹線
小松駅開業を追い風に、新たに販路拡大や新規顧客獲得を図る小規模事業者
を支援するため、小松商工会議所として出展した。
　出展ブースでは、公募により申込のあった、観光誘客に取り組む8事業者
を中心に、ユニークベニューやヘルスツーリズム、GEMBAモノヅクリエキ
スポ他、小松の観光資源や食文化等を広く紹介し、加賀百万石の町民文化が
季節を彩るまち「小松」の魅力を旅行会社や企業団体にPRした。
　来年のツーリズムEXPOジャパンは9月25～28日、愛知県常滑市の　　
「Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）」で開催予定。

※諸般の事情により、やむを得ず中止となった場合の参加費については、事前の
広報PR等の経費も含むため返金は行いません（参加店が講座中止とした場合含
む）。予めご了承ください。

参加対象

参 加 費
申込締切
申込方法

令和7年2月22日（土）～3月16日（日）の実施期間内で各店都合の良い
日を指定（複数日の指定可）
各店舗

期 間

会 場

お問合せ・申込先

第14回

　労
働
者（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す（
農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
く
）。

　ま
だ
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
ま
ず
は
、

石
川
労
働
局
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
の
影
響
に
よ
り
労
働
保
険
料
等
の
申

告
・
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
石
川
労
働
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こまつまちゼミ実行委員会事務局（小松商工会議所内）
☎21-3121

小松商工会議所　合同ブースの様子

旅行会社との商談会の様子

TRAVEL

Go
on a

 
4

LOBO調査・雇用情報



11月は
労働保険未手続事業
一掃強化期間です

ひ
と
り
で
も
働
く
職
場
に
労
働
保
険

ツーリズムEXPOジャパン2024
東京ビッグサイトに出展

こまつまちゼミ参加店募集!
得する街のゼミナール

“まちゼミ”とは？

■参加申込について

■講座について

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

ご相談・お問合せ先
石川労働局 労働保険徴収室
☎076-265-4422

あなたのお店も参加してみませんか?

『得する街のゼミナール（＝まちゼミ）』は、お店の方が講師となり、専門知識やプ
ロならではのコツを伝える少人数のゼミナールを無料（あるいは材料費実費）で
開催するミニ講座です。まちゼミをお客様に受講いただくことで、お店の存在や
特徴を知っていただくとともに、お店とお客様との交流を通し、お店やスタッフ
のファンづくりと街の活性化を推進する事業です。ぜひご参加ください。

・小松市内に店舗があり本事業の主旨に賛同する事業所、小松商店会
連盟会員事業所

・まちゼミ事前説明会に参加できる事業所（日程は後日お知らせします）
1講座につき 10,000円（小松商店会連盟非会員：12,000円）
令和6年12月2日（月）17時まで
申込書に必要事項をご記入の上、参加費を添えて小松商工会議所窓口
までお申込みください。

　本所では、伴走型小規模事業者支援推進事業として、9月26日～29日、ツー
リズムEXPOジャパン2024東京ビッグサイト（主催　日本観光振興協会、日
本旅行業協会、日本政府観光局）にブース出展した。
　今年のツーリズムEXPOジャパンは、世界の80カ国・地域、47都道府県
から1,348の企業団体が出展し、4日間で18万2,934人が来場。北陸新幹線
小松駅開業を追い風に、新たに販路拡大や新規顧客獲得を図る小規模事業者
を支援するため、小松商工会議所として出展した。
　出展ブースでは、公募により申込のあった、観光誘客に取り組む8事業者
を中心に、ユニークベニューやヘルスツーリズム、GEMBAモノヅクリエキ
スポ他、小松の観光資源や食文化等を広く紹介し、加賀百万石の町民文化が
季節を彩るまち「小松」の魅力を旅行会社や企業団体にPRした。
　来年のツーリズムEXPOジャパンは9月25～28日、愛知県常滑市の　　
「Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）」で開催予定。

※諸般の事情により、やむを得ず中止となった場合の参加費については、事前の
広報PR等の経費も含むため返金は行いません（参加店が講座中止とした場合含
む）。予めご了承ください。

参加対象

参 加 費
申込締切
申込方法

令和7年2月22日（土）～3月16日（日）の実施期間内で各店都合の良い
日を指定（複数日の指定可）
各店舗

期 間

会 場

お問合せ・申込先

第14回

　労
働
者（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す（
農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
く
）。

　ま
だ
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
ま
ず
は
、

石
川
労
働
局
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
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ワ
ー
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へ
ご
相
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く
だ
さ
い
。

※
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
の
影
響
に
よ
り
労
働
保
険
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等
の
申
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・
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付
が
困
難
な
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は
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い
。

こまつまちゼミ実行委員会事務局（小松商工会議所内）
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小松商工会議所　合同ブースの様子
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※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は今期より来期の方が上昇するという予測）

【主要な表現について】

【各項目別のDI値の意味について】
①景況感…………………DI値がプラスなら「好転」を､マイナスなら「悪化」を表す。
②売上高…………………DI値がプラスなら「増加」を､マイナスなら「減少」を表す。
③売上単価………………DI値がプラスなら「上昇」を､マイナスなら「低下」を表す。
④資金繰り………………DI値がプラスなら「好転」を､マイナスなら「悪化」を表す。
⑤採算性（経常利益）……DI値がプラスなら「好転」を､マイナスなら「悪化」を表す。

調査対象企業が自らの業績に下した判断
D.I（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
令和6年度第1四半期（令和6年4月～6月）
令和6年度第2四半期（令和6年7月～9月、但し9月は見込み）
令和6年度第3四半期（令和6年10月～12月）

…
…

…
…
…

■景況・業況の動向（DI値）

業
造
製

業
造
製
非

業　　種
鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）

合　　計

鉄工・機械
繊　　維
その他製造

製造計
建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業（運輸含む）

非製造計
全　　体
改善予測

24
7
4
21
4
9
32
101前期 今期 来期

▲ 37.5
▲ 14.3
25.0

▲ 25.7
9.5
0.0
0.0
6.3
6.1

▲ 5.0
－

▲ 34.8
▲ 16.7
▲ 20.0
▲ 29.4
▲ 4.2
▲ 16.7
0.0

▲ 14.3
▲ 9.2
▲ 15.5
0.0

▲ 29.2
▲ 42.9
▲ 25.0
▲ 31.4
19.0

▲ 25.0
11.1
6.5
9.2

▲ 5.0
0.0

繊維 6.9％

その他
製造業
4.0%

建設業
20.8％

小売業
4.0％

卸売業
8.6％

その他
サービス業
23.7％　　

飲食業宿泊
4.0％

運輸業
4.0％

鉄工・機械
23.7％

【調査対象】小松商工会議所議員・評議員企業：218社
【回答企業数】101企業　（回答率　46.3％）
【調査期間】令和6年9月18日（水）～9月26日（木）

　小松商工会議所では、議員・評議員２１８社に対し、景気見通
し調査を実施しました。調査にご協力頂きましてありがとうござ
います。
【総括】調査結果として、景況・業況の動向について、令和6年能
登半島地震からの復旧・復興受注もあり、今期は回復傾向にある
業種も多い。来期予測については、特に観光業は、コロナ後の需
要回復や国内外の旅行者の増加によって好調が見込まれる。しか
し、製造業の面では国内外の需要変動や輸出入の不透明感が依然
として影響を与える可能性がある。さらに、地震や豪雨災害の被
災地域での復興やインフラ整備が進行中であり、建設業などは一
時的に需要が高まっているものの、全体的な経済成長には限りが
ある。その他、調査結果の抜粋版は次のとおり。

■年次別の推移

景
況
感〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

　7～9月は、前期（4～6月）と比べ
製造業が2.0ポイント減少、非製造
業が18.4ポイント増加、全産業
10.5ポイント増加の▲5.0ポイン
トとなった。
　物流費や資材価格の高騰、最低
賃金引上げや社会保険適用範囲拡
大に対する負担増、不安定な為替
など問題は山積みである。能登半
島地震に豪雨災害の追い打ち、先
行き不透明な状況が続くと予想さ
れる。

製造業
非製造業
全産業

鉄工・機械
繊維
その他製造

サービス業

建設
小売業
卸売業

業況判断
D I 値

前 期
今 期
来 期

小松商工会議所

〈抜粋〉

小松

景気見通し調査報告

※詳細については、本所HPまたは、中小企業相談所までお問い合わせください。

景気見通し調査報告
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　設備投資を実施する目的として、「更新・維持および補修」が 54.4％と最も高く、
次いで「生産性向上」が 43.9％、「生産能力増強」が 29.8％と続く。昨年と余り変わ
らない結果となった。

　「実施した」「計画している」共に48.5％となって
いる。その中で、鉄工・機械が「実施した」17社・
70.8％、「計画している」18社・75.0％、建設業が

「実施した」13社・61.9％、「計画している」9社・
42.9％と高かった。設備の実施内容として「車両・
運搬具」の割合が、32.7％、計画内容として、「付帯
設備」44.9％が高かった。従業員数別においては、
規模の大きい企業の設備投資の割合が高かった。

　今年の3月、金沢－敦賀間開業による
北陸新幹線小松駅開業について、自社
への効果・影響は、「大いにプラス」「多
少プラス」合わて 15.1％、一方「多少マ
イナス」「影響はない」合わせて 70.8％で
あった。全線開業に向けての、敦賀－新
大阪間の着工はこれからであり、利便性
の面では、まだまだである。

今回 R5.9
1 更新・維持および補修 54.4% 56.9%
2 生産性向上 43.9% 50.0%
3 生産能力増強 29.8% 22.4%
4 脱炭素・省エネ 5.3% 12.1%
5 その他 5.3% 10.3%

1 大いにプラス 1.0%
2 多少プラス 14.1%
3 多少マイナス 4.0%
4 大いにマイナス 0.0%
5 影響はない 66.8%
6 まだわからない 14.1%

業種 1 2 3 4 5
鉄工・機械 45.0% 55.0% 50.0% 5.0% 5.0%
繊維 50.0% 50.0% 50.0% - -
その他製造 66.7% 66.7% - - -
【製造業】 48.0% 56.0% 44.0% 4.0% 4.0%
建設業 50.0% 50.0% 25.0% - -
小売業 - 100.0% - - -
卸売業 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 33.3%
運輸 100.0% - 100.0% - -
飲食業・宿泊 75.0% 25.0% - 25.0% -
その他サービス業 72.7% 18.2% 9.1% - 9.1%

全　体 54.4% 43.9% 29.8% 5.3% 5.3%

業種 大いにプラス 多少プラス 多少マイナス 大いにマイナス 影響はない まだわからない
鉄工・機械 - 8.7% - - 73.9% 17.4%
繊維 - - 14.3% - 71.4% 14.3%
その他製造 - 25.0% - - 50.0% 25.0%
【製造業】 - 8.8% 2.9% - 70.7% 17.6%
建設業 - 15.0% - - 70.0% 15.0%
小売業 - 25.0% - - 50.0% 25.0%
卸売業 - 33.3% 22.3% - 33.3% 11.1%
運輸 - - - - 100.0% -
飲食業・宿泊 - 25.0% - - 75.0% -
その他サービス業 4.2% 12.5% 4.2% - 66.6% 12.5%

全　体 1.0% 14.1% 4.0% 0.0% 66.8% 14.1%

設備投資の動向について

北陸新幹線小松駅開業後の効果・影響等について

【設問1】2024年度の設備投資状況（n=101）

【設問3】北陸新幹線小松駅開業について、自社への効果・影響（n=99）

【設問2】（【設問１】で「実施した」又は「計画している」を選択）2024年度に設備投資を実施する目的について（複数回答可）（n=57）

投資内容
（n=49）

業種別

業種別

実施した

今回

計画している

R5.9

業　種 今年度前半実施した 今年度後半計画している
鉄工・機械 17社 70.8% 18社 75.0%
繊維 1社 14.3% 2社 28.6%
その他製造 3社 75.0% 2社 50.0%

製造業 21社 60.0% 22社 62.9%
建設業 13社 61.9% 9社 42.9%
小売業 1社 25.0% 1社 25.0%
卸売業 1社 11.1% 4社 44.4%
運輸 2社 50.0% 1社 25.0%
飲食業・宿泊 2社 50.0% 3社 75.0%
その他サービス業 9社 37.5% 9社 37.5%

全　体 49社 48.5% 49社 48.5%

今年度前半
実施した

今年度後半
計画している

車輌・運搬具 32.7％ 22.4％
OA機器 30.6％ 22.4％
付帯設備 26.5％ 44.9％
店舗 14.3％ 6.1％
倉庫 14.3％ 6.1％
福利厚生施設 8.2％ 8.2％
土地 6.1％ 10.2％
その他 18.4％ 18.4％

今年度前半＝令和6年4月～令和6年9月の６ケ月　　今年度後半＝令和6年10月～令和7年3月の６ケ月

多少マイナス
4.0%

影響はない
66.8%

まだわからない
14.1%

多少プラス
14.1%

大いにプラス
1.0%



2024こまつ姫御前
左から瀨沼さん、牧口さん、山田さん

最後はしっかり会場清掃 ２日間お疲れ様でした 石窯で焼く本格ピザ 今年もあんどん行列に参加

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

「
こ
ま
つ
姫
御
前
」決
ま
る

小
松
Y
E
G（
商
工
会
議
所
青
年
部
）

　「
こ
ま
つ
姫
御
前
」コ
ン
テ
ス
ト

（
主
催
：
北
國
新
聞
社
、
後
援
：
小

松
市
、
小
松
商
工
会
議
所
）が
9
月

28
日
に
行
わ
れ
、
一
次
書
類
審
査
を

通
過
し
た
９
名
の
中
か
ら
、
瀨
沼
怜

央
さ
ん
、
牧
口
遥
さ
ん
、
山
田
唯
花

さ
ん
の
３
名
が
選
出
さ
れ
た
。

　
10
月
13
日
に
行
わ
れ
た
第
48
回
小

松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で
は
、
こ
ま

つ
姫
御
前
認
証
式
が
開
催
さ
れ
、
市

民
ら
に
お
披
露
目
さ
れ
た
。

　
認
証
式
で
は
、
こ
ま
つ
姫
御
前
実

行
委
員
長
の
本
所
西
会
頭
、
新
田
小

松
市
議
会
議
長
が
挨
拶
を
述
べ
た

後
、
こ
ま
つ
姫
御
前
の
３
名
に
認
定

証
と
楯
の
ほ
か
、
副
賞
と
し
て
現
金

15
万
円
、
小
松

－

羽
田
往
復
航
空

券
、
蛍
米
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
２
０
２
４
こ
ま
つ
姫
御
前
と
し
て

活
動
す
る
３
名
は
、
こ
れ
か
ら
１
年

間
小
松
市
の
顔
と
し
て
市
内
外
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
小
松
の
伝
統
文
化
や

産
業
、
自
然
な
ど
の
魅
力
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
す
る
。
３
名
は
、「
活
動
を
通

し
て
小
松
を
も
っ
と
知
り
、
多
く
の

方
々
に
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。」と
決
意
を
述
べ
た
。

2024

お
問
合
せ
先

小
松
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局（
小
松
商
工
会
議
所
内
）

☎
0
7
6
1
・
21
・
3
1
2
1

E-m
ail

：yeg-office@
kom

atsu-cci.com

　
地
元
青
年
経
済
人
で
構
成
さ
れ
る
団
体
、
小

松
Y
E
G
で
は
、
自
企
業
お
よ
び
地
域
の
発
展

の
た
め
、
日
々
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に
は
以
前
か
ら
あ
ん
ど
ん

行
列
へ
の
参
加
や
、
子
ど
も
将
棋
大
会
の
開
催

な
ど
で
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
密
接
に

ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に
協
力
し
、
地
域
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
、
こ
の
た
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
。
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
企
画
運
営
を
小
松
市

ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
二
人
三
脚
で
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
ま
つ
ピ
ザ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
地
元
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た「
新
こ
ま
つ
ピ
ザ
」を
販
売
し
ま

し
た
。
小
松
産
ト
マ
ト
と
ナ
ス
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
、
加
賀

野
菜
を
乗
せ
た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
、
さ
ら
に
イ
ノ
シ
シ
肉
を

使
っ
た
カ
ル
ツ
ォ
ー
ネ
の
３
種
類
の
ピ
ザ
を
焼
き
た
て

で
ご
提
供
。
ま
つ
り
の
開
始
直
後
か
ら
多
く
の
お
客
様

に
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
初
年
度
で
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
節
目
と
な
る
第
50
回
に
向
け
て
、
小
松

Y
E
G
も
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
小
松
Y
E
G
で
は
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※

小
松
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
経
営
者
並
び
に
後

継
者
、
会
員
事
業
所
の
推
薦
す
る
者
の
う
ち
、
年
齢
50

歳
以
下
の
方
が
対
象

小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
し
た
！

小松市の発展を願うあんどんの灯り

5年ぶりのステージパフォーマンス

　12日（土）はあんどん行列が行われ、市内の企業、団体など14のチームが
参加した。出発地点の芦城公園に14基のあんどんが並び、参加団体がそれ
ぞれのあんどんに備え付けられた小型発電機を作動させると、夕暮れの芦
城公園にあんどんの明かりが灯った。
　まつりの成功と小松市の産業振興を祈念する神事の後、小松市どんどん
まつり実行委員会の会長を務める宮橋市長より、市内の和太鼓団体にバチ
が手渡され、行列の始まりを知らせる太鼓の演奏が披露された。太鼓の音
色とともに芦城公園を出発したあんどんは列を成して夜の小松を練り歩き、
沿道に詰めかけた見物客に手を振ってこたえた。
　行列が駅前市民公園に到着すると各団体がステージ上でPR。最後に、会
場に集まった全員でどんどん小松輪踊りを踊り、１日目のプログラムが終
了した。

本年も小松市どんどんまつりが10月12日（土）・
13日（日）の2日間にわたり開催された。突き抜け
るような秋晴れの下、会場では様々なイベントが
催され、小松駅周辺は多くの人で賑わった。

　メインのイベントが開かれた13日（日）は、駅前市民公園に設置された特設
ステージにて、オープニング式典とこまつ姫御前の認証式が行われ、その後、
市内外の様々な団体によるステージパフォーマンスが披露された。チアダン
スや弾き語り、YOSAKOIソーランのほか、フィナーレにはプロの和太鼓グ
ループ 彩WINGS＆KAGEが登場し、スペシャルパフォーマンスで会場を盛
り上げた。
　そのほか、グルメ横丁や煎茶席、どんどん音楽祭、どんどんマーケット、キッ
チンカーストリートにも多くの市民・企業・団体が参加し、一体となってま
つりを作り上げた。
　また、周辺の商店街や施設などでは複数の同時開催イベントが行われ、雑
貨を販売するバザーやグルメ屋台、家族で楽しめる体験型のイベントなども
開かれた。

第48回

ステージには能登半島地震の被災地からも太鼓団体が出
演。復興への想いを演奏に乗せた

地元の美味しいものを求めて、グルメ
横丁には長蛇の列が

れんが花道通りには多様なキッチン
カーが軒を連ねた

急須で淹れたお茶と和菓子を楽しめる
煎茶席

どんどん音楽祭では市内の保育園や
学校、消防音楽隊が、練習の成果を
披露した
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小松市どんどんまつり開催報告



2024こまつ姫御前
左から瀨沼さん、牧口さん、山田さん

最後はしっかり会場清掃 ２日間お疲れ様でした 石窯で焼く本格ピザ 今年もあんどん行列に参加

ふ
る
さ
と
小
松
の
観
光
大
使

「
こ
ま
つ
姫
御
前
」決
ま
る

小
松
Y
E
G（
商
工
会
議
所
青
年
部
）

　「
こ
ま
つ
姫
御
前
」コ
ン
テ
ス
ト

（
主
催
：
北
國
新
聞
社
、
後
援
：
小

松
市
、
小
松
商
工
会
議
所
）が
9
月

28
日
に
行
わ
れ
、
一
次
書
類
審
査
を

通
過
し
た
９
名
の
中
か
ら
、
瀨
沼
怜

央
さ
ん
、
牧
口
遥
さ
ん
、
山
田
唯
花

さ
ん
の
３
名
が
選
出
さ
れ
た
。

　
10
月
13
日
に
行
わ
れ
た
第
48
回
小

松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で
は
、
こ
ま

つ
姫
御
前
認
証
式
が
開
催
さ
れ
、
市

民
ら
に
お
披
露
目
さ
れ
た
。

　
認
証
式
で
は
、
こ
ま
つ
姫
御
前
実

行
委
員
長
の
本
所
西
会
頭
、
新
田
小

松
市
議
会
議
長
が
挨
拶
を
述
べ
た

後
、
こ
ま
つ
姫
御
前
の
３
名
に
認
定

証
と
楯
の
ほ
か
、
副
賞
と
し
て
現
金

15
万
円
、
小
松

－

羽
田
往
復
航
空

券
、
蛍
米
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
２
０
２
４
こ
ま
つ
姫
御
前
と
し
て

活
動
す
る
３
名
は
、
こ
れ
か
ら
１
年

間
小
松
市
の
顔
と
し
て
市
内
外
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
小
松
の
伝
統
文
化
や

産
業
、
自
然
な
ど
の
魅
力
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
す
る
。
３
名
は
、「
活
動
を
通

し
て
小
松
を
も
っ
と
知
り
、
多
く
の

方
々
に
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。」と
決
意
を
述
べ
た
。

2024

お
問
合
せ
先

小
松
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局（
小
松
商
工
会
議
所
内
）

☎
0
7
6
1
・
21
・
3
1
2
1

E-m
ail

：yeg-office@
kom

atsu-cci.com

　
地
元
青
年
経
済
人
で
構
成
さ
れ
る
団
体
、
小

松
Y
E
G
で
は
、
自
企
業
お
よ
び
地
域
の
発
展

の
た
め
、
日
々
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に
は
以
前
か
ら
あ
ん
ど
ん

行
列
へ
の
参
加
や
、
子
ど
も
将
棋
大
会
の
開
催

な
ど
で
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
密
接
に

ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に
協
力
し
、
地
域
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
、
こ
の
た
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
。
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
企
画
運
営
を
小
松
市

ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
二
人
三
脚
で
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
ま
つ
ピ
ザ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
地
元
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た「
新
こ
ま
つ
ピ
ザ
」を
販
売
し
ま

し
た
。
小
松
産
ト
マ
ト
と
ナ
ス
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
、
加
賀

野
菜
を
乗
せ
た
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
、
さ
ら
に
イ
ノ
シ
シ
肉
を

使
っ
た
カ
ル
ツ
ォ
ー
ネ
の
３
種
類
の
ピ
ザ
を
焼
き
た
て

で
ご
提
供
。
ま
つ
り
の
開
始
直
後
か
ら
多
く
の
お
客
様

に
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
初
年
度
で
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
節
目
と
な
る
第
50
回
に
向
け
て
、
小
松

Y
E
G
も
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
小
松
Y
E
G
で
は
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※

小
松
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
経
営
者
並
び
に
後

継
者
、
会
員
事
業
所
の
推
薦
す
る
者
の
う
ち
、
年
齢
50

歳
以
下
の
方
が
対
象

小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
し
た
！

相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店
（JR小松駅前新幹線口）

加賀店
（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

小松商工会議所 2024.119
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会議所の動き

委員会の様子

学生との集合写真

講師の今部京佳氏

交流会の様子

一人一人
が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
整
備
に
向
け
て

地
元
企
業
と
学
生
が
本
音
で
語
り
合
う

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田
守
伸
）は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
女
性
活

躍
推
進
を
テ
ー
マ
に
、
石
川
県
女
性
活
躍
・
県
民
協
働
課
課
長
補
佐
の
今
部
京
佳
氏
を
講

師
に
招
い
た
委
員
会
を
開
催
、
委
員
14
名
が
参
加
し
た
。

　
講
演
で
は
今
部
氏
よ
り
、
潜
在
的
成
長
率
の
長
期
的
な
低
迷
や
人
材
投
資
の
低
さ
等
日

本
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
対
し
て
、
一
人
一
人
が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
状

況
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）へ
の
対
応
が

不
可
欠
と
紹
介
、
続
い
て
、
民
間
企
業
に
お
け
る
女
性
役
職
者
数
の
推
移
や
県
内
で
の
女

性
就
業
率
・
女
性
管
理
職
の
割
合
に
つ
い
て
統
計
指
標
を
も
と
に
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
を
ふ
ま
え
、
企
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
必
要
性
の
認
識
・
環
境
整
備
と
あ
わ
せ
、
管

理
職
に
な
り
た
い
と
考
え
る
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
共
働
き
家

庭
に
お
け
る
男
性
の
家
事
・
育
児
参
画
に
よ
る
家
庭
内
の
協
力
関
係
に
も
現
状
と
し
て
課

題
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
石
川
県
で
は
、
企
業
経
営
者
の
意
識
改
革
や
職
場
の
環
境
整
備
の
促
進
に
む
け
、
数
年

前
よ
り
い
し
か
わ
女
性
輝
く
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
塾
を
開
講
し
、
県
内
企
業
で
の
取
り

組
み
を
後
押
し
す
る
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
参
加
企
業
に
よ
る
先
進
的
な
取
り
組
み
事

例
も
紹
介
さ
れ
、
参
加
し
た
委
員
ら
は
今
後
の
女
性
活
躍
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
対
す
る

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
9
月
24
日
、
公
立
小
松
大
学
生
と

の
交
流
事
業
を
開
催
し
、
小
松
Y
E
G
か
ら
は
メ
ン
バ
ー
21
名
、
公
立
小
松

大
学
か
ら
は
学
生
16
名
が
参
加
し
た
。

　
本
事
業
は
、
地
元
企
業
と
の
交
流
を
通
じ
て
学
生
に
地
元
企
業
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、
小
松
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
元
の
就
職
率

向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
。
学
生
が
参
加
し
や
す
い
時
間

帯
と
し
て
、
お
昼
の
１
時
間
に
、
メ
ン
バ
ー
の
事
業
所
が
用
意
し
た
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
の
交
流
会
と
な
っ
た
。

　
メ
ン
バ
ー
と
学
生
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
学
生
は
質
問
テ
ー
マ

の
中
か
ら
聞
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
を
選
び
、
企
業
は
そ
れ
に
答
え
て
い
っ
た
。

参
加
し
た
学
生
は
、
初
め
は
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
が
、
企
業
担
当
者
の

話
を
聞
く
う
ち
に
、
次
第
に
打
ち
解
け
て
い
き
、
積
極
的
に
思
っ
て
い
る
こ
と

や
聞
き
た
い
こ
と
を
発
言
し
て
い
た
。

　
学
生
か
ら
は
、「
フ
ラ
ン
ク
な
雰
囲
気
で
企
業
の
方
と
話
せ
て
よ
か
っ
た
」、

「
こ
う
い
っ
た
機
会
を
ま
た
作
っ
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
声
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

参
加
企
業
か
ら
も「
学
生
の
考
え
が
聞
け
て
学
び
の
機
会
に
な
っ
た
」、「
一
方

通
行
で
な
い
交
流
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」と
好
意
的
な
意
見
が
あ
っ
た
。

9/25

9/24

中小企業対策委員会

小松YEG（青年部）

委員会の様子 講師の小林氏

小
松
市
の
観
光
の
未
来
に
つ
い
て
意
見
交
換

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
浩
）で
は
、「
小
松
市
の
観
光
の
未
来
」

と
題
し
て
、
小
松
市
国
際
文
化
交
流
部
観
光
交
流
課
の
担
当
課
長（
小
松
駅
観
光
交

流
機
能
整
備
）小
林
太
一
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
委
員
会
を
開
催
、
15
名
が
参
加
し
た
。

　
小
林
氏
は
令
和
4
年
よ
り
小
松
市
観
光
交
流
課
担
当
課
長
と
し
て
、
新
幹
線
に

関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
奉
職
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら

小
松
の
魅
力
を
高
め
る
企
画
立
案
を
進
め
て
い
る
。

　
小
林
氏
よ
り
、
小
松
市
は「
も
の
づ
く
り
」「
白
山
信
仰
」「
芸
術
・
文
化
振
興
」と

３
つ
の
歴
史（
ス
ト
ー
リ
ー
）を
保
有
し
て
お
り
、
現
代
ま
で
絶
え
ず
に
根
付
い
て

い
る
。
世
界
に
誇
る
建
機
・
繊
維
・
九
谷
焼
な
ど
の
産
業
、
小
松
の
自
然
が
生
み

出
し
た
石
文
化
や
歌
舞
伎
な
ど
、
歴
史
を
現
代
的
に
感
じ
る
特
別
空
間
が
強
み
で

あ
り
、
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
べ
き
と
話
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
小
松
市

は
小
松
空
港
を
は
じ
め
北
陸
新
幹
線
の
開
業
、
自
動
運
転
バ
ス
や
自
治
体
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
・
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
等
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
先
進
的
な
交
通
網
を

構
築
し
て
い
る
。
北
陸
新
幹
線
開
業
を
好
機
と
し
て
活
用
し
て
い
く
べ
き
と
話
さ

れ
た
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
観
光
誘
客
を
図
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
等
、
委
員
会
運
営
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
会
合
で
あ
っ
た
。

観光文化委員会

挨拶する宮橋市長 挨拶する橋浦会長

第
42
回
梯
川
ご
み
拾
い
開
催
！

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
橋
浦
隆
）は
、
今
回
で
42
回
目
を
迎
え
る
梯

川
ご
み
拾
い
を
実
施
し
、
梯
川
流
域
の
地
域
住
民
や
各
団
体
か
ら
約

７
０
０
名
が
参
加
し
た
。

　
梯
川
ご
み
拾
い
は
、
平
成
16
年
よ
り
始
ま
り
、
今
年
で
21
年
目
を

迎
え
た
。
今
回
の
ご
み
拾
い
で
は
、
梯
川（
前
川
排
水
機
場
か
ら
中

海
大
橋
ま
で
）を
8
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
実
施
し
、
沿
川
の
町
内
会

や
企
業
・
団
体
等
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
大
川
町
会
館
前
で
は
小
松
市
の
宮
橋
勝
栄
市
長
が
激

励
に
駆
け
付
け
、
一
緒
に
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
た
。

　
ご
み
拾
い
で
各
所
か
ら
集
め
た
ご
み
の
量
は
、
2
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
11

台
分
に
な
り
、
小
松
能
美
建
設
業
協
会
の
協
力
の
も
と
エ
コ
ロ
ジ
ー

パ
ー
ク
こ
ま
つ
へ
搬
送
し
た
。
な
お
、
次
回
の
梯
川
ご
み
拾
い
は
、

令
和
7
年
３
月
29
日（
土
）に「
こ
ま
つ
水
辺
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」と
し

て
開
催
予
定
で
あ
る
。

9/21梯川協議会

9/24
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令
和
6
年
6
月
、
こ
れ
ま
で
の「
技
能
実
習
制
度
」か
ら
、
新
た
に「
育
成
就
労
制
度
」と
な
る
法
改

正
が
行
わ
れ
、
外
国
人
雇
用
の
変
化
に
つ
い
て
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
本
所
に
て
開
催
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
に（
資
）石
川
中
央
労
務
研
究
所
の
丹
保
敏
隆
氏（
特
定
社
会
保
険
労
務

士
）、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
協
同
組
合
の
新
保
則
人
氏（
社
会
保
険
労
務
士
）、
小
松
市
国
際
交
流
協
会

の
下
徳
こ
づ
え
会
長
、
グ
ラ
ッ
シ
徳
子
氏（
日
本
語
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）を

迎
え
、
12
名
が
参
加
し
た
。

　
第
1
部
で
は
、
現
在
の
外
国
人
労
働
者
と
日
本
人
労
働
者
の
労
働
契
約

の
違
い
を
解
説
し
た
。
第
2
部
で
は
、
外
国
人
材
受
入
れ
の
現
状
、
外
国
人

技
能
実
習
制
度
、
特
定
技
能
制
度
、
育
成
就
労
制
度
の
概
要
を
解
説
さ
れ
、

育
成
就
労
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
変
化
す
る
外
国
人
雇
用
と
企
業
の

対
応
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
第
3
部
で
は
、
外
国
人
を
長
く
雇
用
す
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

の
コ
ツ
な
ど
事
例
を
交
え
て
説
明
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
、
特
定

技
能
制
度
、
育
成
就
労
制
度
の
違
い
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」「
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
で
外
国
人
に
伝
え

る
よ
う
心
掛
け
る
」な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

講師の新保氏

講師の丹保氏
講師のグラッシ徳子氏と

下徳こづえ氏

労
働
人
口
減
少
に
伴
い
外
国
人
材
の
活
躍
に
大
き
な
期
待

9/26外国人材活用・活躍セミナー

会議所の動き

セミナーの様子

委員会の様子

講師の西井氏

講師の太郎田氏

補
助
金
申
請
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

課
題
解
決
に
向
け
た
新
た
な
人
材
活
用
法

　
小
規
模
事
業
者
が
、
販
路
開
拓
・
販
売
促
進
や
業
務
効
率
化
の
取
り
組
み

を
行
う
上
で
、
活
用
す
る
べ
き
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
つ
い
て
、

概
要
や
申
請
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
本
所
に
て
開
催
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」の
申
請
に
向
け
た
セ

ミ
ナ
ー
で
、
講
師
に
㈱
迅
技
術
経
営
の
西
井
克
己
氏
を
迎
え
、
創
業
予
定
者

を
含
む
15
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
概
要
と
補
助
金
申
請
に
必

要
な
経
営
計
画
書
と
補
助
事
業
計
画
書
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。
経
営
計

画
書
作
成
に
つ
い
て
、「
社
会
的
使
命
・
欲
求
・
能
力
」の
3
つ
の
視
点
か
ら
自

社
の
強
み
を
理
解
し
、
他
社
と
比
較
し
強
み
を
深
堀
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。」な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
11
月
に
当
所
で
開
催
す
る「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
関
す

る
個
別
相
談
会
」へ
の
参
加
を
案
内
し
た
。

　
本
所
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）、
産
業
政
策
委
員
会

（
委
員
長
：
木
村
勉
）で
は
、
株
式
会
社
み
ら
い
ワ
ー
ク
ス
地
方
創
生
部
の
太

郎
田
裕
一
氏
並
び
に
米
澤
至
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え「
人
材
は
雇
用
か
ら
活
用
の

時
代
に
！
～
新
た
な
人
材
活
用
法
に
つ
い
て
～
」を
テ
ー
マ
に
委
員
会
を
開

催
、
28
名
が
参
加
し
た
。

　
株
式
会
社
み
ら
い
ワ
ー
ク
ス
は
、
石
川
県「
副
業
・
兼
業
人
材
活
用
支
援
事

業
」の
受
託
事
業
者
と
し
て
、
企
業
の
経
営
課
題
解
決
の
た
め
、
県
内
中
小
企

業
と
都
市
部
に
い
る
副
業
・
兼
業
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
太
郎
田
氏
は
、「
2
0
1
8
年
か
ら
副
業
が
解
禁
と
な
り
都
市
部
の
大
手
企
業

等
に
勤
め
る
高
ス
キ
ル
人
材
の
副
業
者
が
働
き
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
」

　
「
副
業
人
材
は
、
目
標
に
向
か
っ
て
最
適
な
ル
ー
ト
を
示
し
て
く
れ
る『
山

岳
ガ
イ
ド
』の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
課
題
解
決
に
向
け
一
緒
に
取
組
む
メ
ン

バ
ー
だ
と
思
っ
て
ほ
し
い
」と
話
さ
れ
た
。

　
成
果
事
例
で
は
、
採
用
強
化
に
向
け
た
戦
略
支
援
や
、
製
造
現
場
へ
の
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
支
援
、
新
事
業
企
画
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
な
ど
の
紹
介
が

あ
り
、
新
た
な
人
材
活
用
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

10/2

10/3

小規模事業者持続化
補助金活用セミナー

商業まちづくり委員会・
産業政策委員会　合同委員会

常
議
員
会
に
上
程
す
る
議
案
を
審
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
吉
原
愼
吾
）は
10
月
21
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
14
名
の
参
加
の
も
と
、
令
和
7
年
度
石
川
県
・
小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
事
項

な
ど
、
10
月
29
日
開
催
の
常
議
員
会
審
議
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
吉
原
委
員
長
の
挨
拶
後
、
早
速
審
議
に
入
り
、
各
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

を
行
っ
た
。
県
・
市
施
策
に
対
す
る
要
望
は
、
本
所
の
6
つ
の

委
員
会
が
調
査
、
集
約
し
た
意
見
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、

石
川
県
お
よ
び
小
松
市
に
対
し
毎
年
度
行
っ
て
い
る
。
今
回
の

要
望
で
は
、
経
営
環
境
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
、
生
産
性

向
上
や
新
分
野
へ
の
挑
戦
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
自
己
変
革
に

よ
る
強
い
経
営
へ
の
挑
戦
に
対
す
る
支
援
を
強
く
求
め
る
内
容

と
な
っ
た
。

　
そ
の
他
、
12
月
の
会
員
大
会
で
行
わ
れ
る
優
良
従
業
員
表
彰

な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
、
事
務
局
が
説
明
を
行
い
、
出
席
し
た

委
員
は
内
容
を
協
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お

り
承
認
し
た
。

10/21総務企画委員会

委員会の様子



　
旧
８
号
線
沿
い
に
あ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ジ
ム
、Treatm

ent Fitness O
RSA

。

代
表
の
寺
井
さ
ん
は
理
学
療
法
士
の
資

格
を
持
ち
、
以
前
は
整
形
外
科
で
リ
ハ
ビ

リ
を
担
当
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
る
患
者
さ
ん
を
見
て
、
自
分

の
得
意
分
野
で
あ
る
運
動
療
法
を
ど
う

し
た
ら
活
か
せ
る
か
を
考
え
、〝
運
動
療

法
を
提
供
す
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
〞
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

会員事業所紹介理
学
療
法
士
が
教
え
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

代表 寺井  辰也

事業内容

所 在 地
T E L

に
す
る
男
性
や
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
の

女
性
な
ど
様
々
で
す
。
理
学
療
法
士
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
効
果
的
な
運

動
を
行
え
る
の
は
心
強
い
で
す
ね
。

　
寺
井
さ
ん
は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

も
ら
う
上
で
、
来
て
も
ら
う
以
前
よ
り

良
く
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
、

初
日
か
ら
効
果
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ

と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
ぐ
に
効
果
が
表
れ
た

時
は
、
お
客
様
と
一
緒
に
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
す
。

　「
運
動
療
法
は
認
知
度
が
低
く
説
明
し

て
も
理
解
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。〝
ロ
ー
リ
ス
ク
ハ
イ
リ

タ
ー
ン
で
あ
る
運
動
療
法
〞
を
普
及
す

る
こ
と
も
活
動
の
内
と
言
え
ま
す
」と

語
る
寺
井
さ
ん
。

　
今
後
は
、
保
険
医
療
で
は
で
き
な
い

範
囲
の
先
進
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
、

自
分
の
知
識
や
価
値
観
を
講
演
や
セ
ミ

ナ
ー
等
で
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

さ
れ
て
い
る
そ
う
。

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
健
康
的
な
生
活
を
送

り
た
い
け
ど
自
分
一
人
で
は
う
ま
く
い
か

な
い
と
い
う
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

フィットネスジム/パーソナルト
レーニング/リハビリテーション
/整体
小松市矢田野町へ103-1 2F
070-2808-1412 No.310

華
つ
う
し
ん

女
性
会

　
環
境
問
題
へ
の
啓
発
活
動
を
目

的
と
し
て
当
女
性
会
が
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
小
学
生（
環
境
・
ゴ
ミ

問
題
）ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
、
平
成
９
年
か
ら
27
回

目
と
な
る
今
回
は
、
市
内
10
小
学

校
よ
り
１
１
５
点
も
の
応
募
が

あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
よ
り
、
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
、
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
会
長
賞
・
小
松
商
工

会
議
所
女
性
会
会
長
賞
・
特
別
賞
・

金
賞
の
計
13
作
品
が
選
ば
れ
た
。

入
賞
作
品
・
応
募
作
品
は
、
10
月

11
日
〜
15
日
の
間
、
こ
ま
つ
曳
山

交
流
館
み
よ
っ
さ
に
て
展
示
さ
れ
、

10
月
13
日
に
は
同
会
場
で
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
た
。

　
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
と
金

沢
・
加
賀
・
白
山
・
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
９
月
９
日
に
金
沢
に
て
開
催
さ
れ
た
石
川

県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
員
大
会
に
、

復
興
途
上
の
中
で
参
加
い
た
だ
い
た
御
礼
と
し

て
、
珠
洲
・
輪
島
・
七
尾
商
工
会
議
所
を
訪
問

し
た
。

　
訪
問
の
際
に
は
、
復
興
中
の
能
登
地
区
の
視

察
と
昼
食
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
会
員
大
会
の
物

産
展
の
売
上
げ
の
一
部
を
、
珠
洲
・
輪
島
・
七

尾
商
工
会
議
所
女
性
会
へ
の
支
援
金
と
し
て
、

金
沢
・
加
賀
・
白
山
・
小
松
の
女
性
会
会
長
が

手
渡
し
た
。

現地の被害を
視察する会員

表彰された皆さんと嵐会長「こまつ曳山交流館みよっさ」での展示

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
長
賞

「
魚
の
エ
サ
は
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
」

苗
代
小
学
校
４
年  

米
田 

早
良
さ
ん

小
松
商
工
会
議
所

女
性
会
会
長
賞

「
ゴ
ミ
を
飲
み
込
む

         

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
」

第
一
小
学
校
４
年

井
上 

佳
星
さ
ん

ポ
ス
タ
ー
で

環
境
問
題
を
啓
発

能
登
地
区
を
訪
問

HP Instagram

　
運
動
療
法
は
、
運
動
で
身
体
機
能
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
疾
患
の
ケ
ア
や

け
が
の
予
防
を
す
る
療
法
で
す
。
病
気

や
ケ
ガ
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
の
み
な
ら

ず
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
改
善
や
予
防
、
さ
ら
に
は
ダ
イ

エ
ッ
ト
な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　
動
作
の
専
門
家
で
あ
る
理
学
療
法
士

だ
か
ら
こ
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
直
接
身

体
に
触
ら
ず
と
も
腰
痛
の
改

善
を
す
る
な
ど
、
通
常
の
整
体

や
接
骨
院
と
は
違
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
ダ
イ
エ
ッ

ト
指
導
、
リ
ハ
ビ
リ
、
痛
み

の
治
療
、
ス
ポ
ー
ツ
で
使
え

る
身
体
機
能
の
向
上
と
、
運

動
療
法
な
ら
で
は
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
幅
広
い
お
悩
み
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
実
際
、

利
用
さ
れ
る
お
客
様
も
、
治

療
や
身
体
能
力
向
上
を
目
的

Treatment Fitness
ORSA

南部中

JOYFUL

クスリのアオキ

昭和食堂

コマツ教習所

IRい
しか
わ線

北
陸
新
幹
線

305
107

●昭和62年3月、厚生労働省と経済・
産業団体の協力により、出向・移籍
の専門機関として発足し、設立以来
30年以上にわたり、全国で約24万人
の人材マッチングを支援してきた、
実績と信頼のある公益財団法人です。

●人材の受入や従業員の再就職支援、
在籍出向支援など、無料でご利用い
ただけます。

●お気軽にご相談ください。

事業縮小や事務所閉鎖、構造
改革のための早期退職募集に
応じて離職を余儀なくされる
従業員の方に、在籍中からの
再就職活動をサポートします。

能力があり経験が豊富な60
歳以上の高齢者の再就職をサ
ポートします。在職高齢者だ
けでなく、離職後1年以内の
高齢者の方も登録することが
できます。

社員の人材育成や他の企業と
の交流を目的とする出向、社
員が自発的なキャリアアップ
を希望する際の出向をサポー
トします。

管理者や新入社員への研修、
コミュニケーション、ハラス
メント、コンプライアンスな
どのセミナーを企業様のご要
望を踏まえオーダーメイドに
より承ります。

産業雇用安定セン
ターが、詳しくわ
かる動画です。

公益財団法人
住所　金沢市上堤町1-12 金沢南町ビル4階
TEL.076-261-6047

産業雇用安定センター 石川事務所
ご利用時間 9:00～17:00（土・日・祝日を除く）

産業雇用安定センターとは? サービスのラインナップ
離職する従業員の方の
再就職をサポート

「キャリア人材バンク」で
高齢者の再就職をサポート

社員の人材育成やキャリア
アップの出向をサポート

社員のスキルアップや研修を
目的とするセミナー（有料）

1 2

3 4
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旧
８
号
線
沿
い
に
あ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ジ
ム
、Treatm

ent Fitness O
RSA

。

代
表
の
寺
井
さ
ん
は
理
学
療
法
士
の
資

格
を
持
ち
、
以
前
は
整
形
外
科
で
リ
ハ
ビ

リ
を
担
当
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
る
患
者
さ
ん
を
見
て
、
自
分

の
得
意
分
野
で
あ
る
運
動
療
法
を
ど
う

し
た
ら
活
か
せ
る
か
を
考
え
、〝
運
動
療

法
を
提
供
す
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
〞
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

会員事業所紹介理
学
療
法
士
が
教
え
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

代表 寺井  辰也

事業内容

所 在 地
T E L

に
す
る
男
性
や
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
の

女
性
な
ど
様
々
で
す
。
理
学
療
法
士
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
効
果
的
な
運

動
を
行
え
る
の
は
心
強
い
で
す
ね
。

　
寺
井
さ
ん
は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

も
ら
う
上
で
、
来
て
も
ら
う
以
前
よ
り

良
く
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
、

初
日
か
ら
効
果
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ

と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
ぐ
に
効
果
が
表
れ
た

時
は
、
お
客
様
と
一
緒
に
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
す
。

　「
運
動
療
法
は
認
知
度
が
低
く
説
明
し

て
も
理
解
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。〝
ロ
ー
リ
ス
ク
ハ
イ
リ

タ
ー
ン
で
あ
る
運
動
療
法
〞
を
普
及
す

る
こ
と
も
活
動
の
内
と
言
え
ま
す
」と

語
る
寺
井
さ
ん
。

　
今
後
は
、
保
険
医
療
で
は
で
き
な
い

範
囲
の
先
進
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
、

自
分
の
知
識
や
価
値
観
を
講
演
や
セ
ミ

ナ
ー
等
で
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

さ
れ
て
い
る
そ
う
。

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
健
康
的
な
生
活
を
送

り
た
い
け
ど
自
分
一
人
で
は
う
ま
く
い
か

な
い
と
い
う
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。
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へ
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発
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を
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と
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て
当
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会
が
継
続
し
て

行
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て
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る
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境
・
ゴ
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問
題
）ポ
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ー
コ
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ク
ー
ル
が

開
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、
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成
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か
ら
27
回

目
と
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る
今
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は
、
市
内
10
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よ
り
１
１
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点
も
の
応
募
が
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応
募
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り
、
厳
正
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る
審
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の
結
果
、
全
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商
工
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議
所
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会
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長
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・
小
松
商
工

会
議
所
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会
会
長
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・
特
別
賞
・

金
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の
計
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作
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が
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た
。

入
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・
応
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品
は
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〜
15
日
の
間
、
こ
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山
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流
館
み
よ
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さ
に
て
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れ
、
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日
に
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会
場
で
表
彰
式

が
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た
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所
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会
連
合
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と
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・
加
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・
白
山
・
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所
女
性
会
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に
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て
開
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さ
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た
石
川

県
商
工
会
議
所
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会
会
員
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に
、
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で
参
加
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だ
い
た
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と
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て
、
珠
洲
・
輪
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・
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尾
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議
所
を
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た
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訪
問
の
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に
は
、
復
興
中
の
能
登
地
区
の
視

察
と
昼
食
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
会
員
大
会
の
物

産
展
の
売
上
げ
の
一
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を
、
珠
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・
輪
島
・
七
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会
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所
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会
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の
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と
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て
、
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・
加
賀
・
白
山
・
小
松
の
女
性
会
会
長
が

手
渡
し
た
。

現地の被害を
視察する会員

表彰された皆さんと嵐会長「こまつ曳山交流館みよっさ」での展示

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
長
賞

「
魚
の
エ
サ
は
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
」

苗
代
小
学
校
４
年  

米
田 

早
良
さ
ん

小
松
商
工
会
議
所

女
性
会
会
長
賞

「
ゴ
ミ
を
飲
み
込
む

         

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
」

第
一
小
学
校
４
年

井
上 

佳
星
さ
ん

ポ
ス
タ
ー
で

環
境
問
題
を
啓
発

能
登
地
区
を
訪
問

HP Instagram

　
運
動
療
法
は
、
運
動
で
身
体
機
能
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
疾
患
の
ケ
ア
や

け
が
の
予
防
を
す
る
療
法
で
す
。
病
気

や
ケ
ガ
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
の
み
な
ら

ず
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
改
善
や
予
防
、
さ
ら
に
は
ダ
イ

エ
ッ
ト
な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　
動
作
の
専
門
家
で
あ
る
理
学
療
法
士

だ
か
ら
こ
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
直
接
身

体
に
触
ら
ず
と
も
腰
痛
の
改

善
を
す
る
な
ど
、
通
常
の
整
体

や
接
骨
院
と
は
違
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
ダ
イ
エ
ッ

ト
指
導
、
リ
ハ
ビ
リ
、
痛
み

の
治
療
、
ス
ポ
ー
ツ
で
使
え

る
身
体
機
能
の
向
上
と
、
運

動
療
法
な
ら
で
は
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
幅
広
い
お
悩
み
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
実
際
、

利
用
さ
れ
る
お
客
様
も
、
治

療
や
身
体
能
力
向
上
を
目
的

Treatment Fitness
ORSA

南部中

JOYFUL

クスリのアオキ

昭和食堂

コマツ教習所

IRい
しか
わ線

北
陸
新
幹
線

305
107
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アクサ生命保険株式会社　小松営業所　
〒923-0801　石川県小松市園町ニ－１小松商工会議所ビル１Ｆ
TEL 0761-24-4596 

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰
金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度
／福祉制度でサポートしています。

 


